
 

［成果情報名］子牛虚弱症候群原因遺伝子の特定について 

［要約］子牛虚弱症候群（以下：ＷＣＳ）を引き起こす原因遺伝子の一つを特定するとともにその診

断方法を確立した。 
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［背景・ねらい］ 

 出生子牛死亡、虚弱・発育不良による子牛廃用は肉用牛の生産性を妨げる最も大きな要因で

ある。国内の肉用牛では、新生子牛が死亡もしくは廃用される割合は４～６％と報告されており、

生産現場で問題となっている。 

 子牛の虚弱や発育不良には形態形成や免疫等への遺伝的要因が関連していると考えられてい

る。遺伝的不良要因を同定し排除することにより、和牛子牛生産農家に与える利益は大きい。そこ

で子牛の損耗に関連する遺伝子を探索し、ＤＮＡ情報を用いた育種選抜手法を確立することによ

り、飛騨牛生産性の向上に寄与することを目的とした。 

  

［成果の内容・特徴］ 

 死亡廃用子牛のＤＮＡサンプルを収集し、同時に産子の死廃状況の情報収集を行いデータベー

ス化した。 

 データベースの分析により解析対象とする表現形質（死産、子牛損耗など）を決定。 

 正常に発育した集団と死産や虚弱・発育不良の集団に含まれる個体からＤＮＡを抽出し、ＳＮＰ

アレイにより全ゲノム上に存在する５万個のＳＮＰｓの遺伝子型を決定。 

 マイクロサテライトマーカーやエクソームシークエンス法を用いてさらに詳細な解析を行い、表現

形質に関わる領域や原因遺伝子を特定。（表－１） 

集団間で遺伝子型頻度を比較し、遺伝子頻度の著しく異なるゲノム上の領域を検出。（表－２） 

 ＤＮＡマーカーの簡易検出キットを設計し、遺伝子診断法を確立した。（図－１） 

 データベースの情報を下に子牛の損耗と遺伝子型との相関を検証し、ＤＮＡマーカーとしての有

効性を確認した。（表－３） 

  

［成果の活用面・留意点］ 

 今回特定した遺伝子については、表－３に示したように、虚弱子牛の発生原因となる一つの遺伝

子を特定したものであり、この遺伝子だけで虚弱子牛の発生をすべて説明できるものではない。ま

た、今回特定した遺伝子上の多型によって子牛虚弱が生じるメカニズムも明らかになっておらず、

今後の解析が望まれる。 

 今後は、この成果を候補種雄牛の選抜に利用するとともに、雌牛の遺伝子診断を実施して生産

性を阻害する原因となっている遺伝子を繁殖雌牛集団から排除し、子牛生産性に優れた集団を

確立していくこととしている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

［具体的データ］ 

表－１ 遺伝子領域と候補遺伝子の探索      表－２ 遺伝子型と子牛死廃との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図－１ 遺伝子診断法の開発           表－３ 子牛の死廃状況と遺伝子型 

 HincII 消化による PCR-RFLP 診断が可能 

 

 

 

 

 

 

（岐阜県畜産研究所）  

［その他］ 
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8番染色体 WCS候補領域

IARS：イソロイシル tRNA合成酵素
（isoleucyl-tRNA synthetase、 4376 bp, 1262 aa）

（領域内の遺伝子数：29個）
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G/C C/C G/GC/C G/GG/C

種雄牛A 特定地域 一般集団

遺伝子型 虚弱 正常 死廃子牛 繁殖雌牛 種雄牛 肥育牛

F 1 71 109 80 68 1116

C 1 75 34 39 26 193

A 13 0 35 0 0 0

合計 15 146 178 119 94 1309

死産 生後死

子牛の 割合 その他の胎子死（体格）

父牛 遺伝子型 頭数 （％） 難産 小 並-大 不明 WCS その他

全体 F 109 61.2 22 11 25 18 16 17

C 34 19.1 5 3 7 8 2 9

A 35 19.7 0 15 1 6 10 3

合計 178 27 29 33 32 28 29

A型は死廃子牛の

約20%

（胎齢240日～生後10日、平成２１－２２年飛騨地域NOSAI）
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A型の子牛が生じなければ

死廃率は約５％→約４％

へ改善が期待できる？


